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流域下水道の復旧状況について

東日本大震災により甚大な被害を受けた３箇所の流域下水処理場（仙塩浄化センター，

県南浄化センター，石巻東部浄化センター）について，現在の復旧状況と今後の方針に

ついてお知らせします。

１ メインポンプの復旧について

下水処理場では，幹線管渠を流れて集まってくる下水をメインポンプで汲み上げてか

ら，水をきれいにする処理を行いますが，そのメインポンプが今回の震災で被災しまし

た。下水の滞留によるマンホールからの溢水を回避するため，仮設ポンプを設置すると

ともに，メインポンプの復旧に急ぎ取り組んできましたが，２つの下水処理場で復旧が

完了しましたのでお知らせします。

・仙塩浄化センター ４月２０日から５月３０日までに復旧（４台中，４台復旧）

・県南浄化センター ６月７日に復旧。 （５台中，５台復旧）

・石巻東部浄化センター ６月中の復旧に向け作業中。（現在仮設ポンプで対応中）

２ 今後の水質改善の方針について

現在，各処理場では沈澱・消毒の処理を行っていますが，放流水質の向上を図るため

の応急措置として，仙塩及び県南の浄化センターにおいて仮設の送風機を用いた「簡易

な生物処理（※）」を行うこととし，７月上旬からの実施に向けて現在準備を進めてい

ます。

放流予定水質は，国土交通省が設置した学識者等からなる「下水道地震・津波対策技

術検討委員会」において取りまとめられた「下水道施設の復旧にあたっての技術的緊急

提言」を踏まえＢＯＤ60mg/lを目標とすることし，併せて大腸菌群数等の他の指標につ

いても，改善を図ります。また，今後も放流先の状況等に応じて，処理レベルの段階的

な向上を図ってまいります。

なお，本復旧は平成２４年度末までの早期に完了させることを目標に進めています。

現況の放流水質は以下のとおりです。（３月２９日から５月１７日採取分まで）

詳細につきましては，以下の下水道課のホームページにて公表します。

※簡易な生物処理とは？

仮設の送風機で汚水中の微生物に酸素を供給し，通常より少ない微生物量や反応時

間で，簡易的な生物処理を図るものです。

BOD 平均 153mg/l 最大 240mg/l 最小 97mg/l

大腸菌群数 平均

BOD 平均 159mg/l 最大 240mg/l 最小 75mg/l

大腸菌群数 平均

BOD 平均 39mg/l 最大 84mg/l 最小 12mg/l

大腸菌群数 平均

仙塩浄化センター
　332,000個/cm3

県南浄化センター
　179,000個/cm3

石巻東部浄化センター
　   2,000個/cm3


